
全国学力・学習状況調査の調査問題を活用した

資質・能力の育成について
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奈良県教育委員会

国語及び算数・数学の平均正答率の全国平均との差

奈良県の児童生徒の学力は、相対的に下降傾向にある。

小 学 校 中 学 校

※ 平成29年度以降、各都道府県の平均正答率が整数値で公表されるようになったため、
平成29年度以降の数値については±0.5ポイント程度の誤差があります。
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指導改善を進めるに当たって
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指導改善を進めるに当たって
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小学校国語 平均正答率と無解答率

後半の設問において、奈良県の無解答率は、全国平均と比べて
増加している。

漢字

記述して解答
する問題
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〈解答時間は十分であったか〉

各設問に無解答であった児童のうち、「解答時間が不足している」と回
答した児童が７割以上を占めている。
各学校において、当日の調査で解答できなかった児童の力を把握してお

くことが必要である。

指導改善を進めるに当たって
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指導改善を進めるに当たって
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記述問題の正答数の違いによる質問紙調査のクロス集計結果

児童が分かる授業をするために、単元目標や学習計画を示し、
目的意識や相手意識をもたせることが大切である。

国語の授業の内容はよく分かりますか
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県平均86.8％

指導改善を進めるに当たって
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記述問題の正答数の違いによる質問紙調査のクロス集計結果

授業の中で、児童に考えさせる時間を十分に取り、話したり書
いたりさせるなどの言語活動を取り入れることが大切である。

国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを話したり書いたりしていますか

国語の授業で自分の考えを話したり書いたりするとき、うまく伝わるように理由を示した
りするなど、話や文章の組立てを工夫していますか

21.4 

41.1 

41.5 

43.7 

28.0 

13.2 

9.2 

2.0 

記述問題

全問不正解

記述問題

全問正解

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

14.8 

31.3 

34.8 

45.0 

35.6 

20.8 

14.9 

2.8 

記述問題

全問不正解

記述問題

全問正解
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県平均64.5％

指導改善を進めるに当たって

県平均75.2％
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奈良県の正答率
２７.３％

全国平均との差
－１.５％

◆
答
え
を
二
か
所
か
ら
探
す
。

◆
文
章
か
ら
書
く
内
容
を
選
ぶ
。

◆
「
ふ
さ
わ
し
い
表
現
」
で
書
く
。

◆
指
定
さ
れ
た
字
数
で
書
く
。

？

指導改善を進めるに当たって



奈良県教育委員会

光
村
図
書

五
年
「
次
へ
の
一
歩

―

活
動
報
告
書
」

東
京
書
籍

五
年
「
伝
え
よ
う
、
委
員
会
活
動
」

こ
の
問
題
を
解
く
た
め
の
力
は
、
例
え
ば

次
の
よ
う
な
教
材
を
学
習
し
て
身
に
付
け

て
い
ま
す
。

指導改善を進めるに当たって
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身に付けたい力

単元を構想する上で重要な視点

言語活動 教 材

授業で行う言語活動が、身に付けたい力（単元目標）に
つながっているか。☞

指導改善を進めるに当たって
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〈単元を構想するときに
考えておくべきこと〉

①この単元で、児童に身に
付けたい力は何か。

②どのような言語活動を設
定することで目標を達成
できるか。

③付けたい力に関する児童
の実態はどうか。
（これまでの学習で身に
付いた力）

単元全体をイメージするため
に、単元構想シートを活用し
てください。

[単元構想シート]

指導改善を進めるに当たって
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国語の勉強は好きですか。読書は好きですか。

中学校国語の正答率とのクロス集計結果
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この2つの質問項目は、国語の正答率において同様の傾向がある。
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読書活動を推進するに当たって
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記述問題の正答数の違いによる質問紙調査のクロス集計結果

読書は好きですか

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、読書
をしますか（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）
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県平均71.4％

読書活動を推進するに当たって

小学校
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記述問題の正答数の違いによる質問紙調査のクロス集計結果

読書活動を推進することは、国語の力を高めることにも効果がある。

読書は好きですか

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、読書
をしますか（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）

19.7 

42.1 

21.5 

28.1 

24.3 

17.9 

34.4 

11.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

記述問題

全問不正解

記述問題

全問正解

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

5.0 

4.4 

5.0 

6.2 

7.6 

11.9 

13.6 

22.2 

11.0 

16.9 

57.7 

38.4 

記述問題

全問不正解

記述問題

全問正解

２時間以上 １時間以上、２時間より少ない ３０分以上、１時間より少ない
１０分以上、３０分より少ない １０分より少ない 全くしない

県平均61.7％

読書活動を推進するに当たって

中学校



読書活動を推進するに当たって
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〈奈良県の現状〉

①学校図書館図書標準の達成状況

〈図書標準を達成している学校の割合〉

公立小学校 公立中学校

全 国 ６６.４％ ５５.３％

奈良県 ３６.１％ ３３.７％

(平成28年度｢学校図書館の現状に関する調査｣より)
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第四次
「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」

読書活動を推進するに当たって
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〈奈良県の現状〉

②司書教諭発令状況及び学校司書配置状況

公立小学校 公立中学校

12学級以上 11学級以下 12学級以上 11学級以下

全 国 ９９.４％ ２８.７％ ９８.９％ ３１.２％

奈良県 １００％ ５６.７％ １００％ ６４.６％

(平成28年度｢学校図書館の現状に関する調査｣より)

〈司書教諭発令状況〉

〈学校司書配置状況〉

公立小学校 公立中学校

全 国 ５９.３％ ５７.３％

奈良県 １８.４％ １８.３％

読書活動を推進するに当たって
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〈「司書教諭」と「学校司書」〉

○「司書教諭」
・「学校図書館の専門的職務を掌る」
「教諭をもつて充てる」（学校図書館法第五条）

・司書教諭の資格をもつ者に、各校の校長が発令する。
・12学級以上の学校には必ず置く。
（11学級以下の学校にも置くことが可能）

○「学校司書」
・「専ら学校図書館の職務に従事する職員」

（学校図書館法第六条）
・市町村で採用し、各学校に配置する。
・平成27年4月に学校図書館法が改正されるまで、
「学校図書館担当職員」とも呼ばれていた。

・市町村によって、勤務形態は多様である。

読書活動を推進するに当たって
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第四次
「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」

読書活動を推進するに当たって
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第四次
「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」

読書活動を推進するに当たって



奈良県教育委員会

〈学校司書の配置の拡大のために〉

「学校司書実践事例集」の作成・配布

県内の小・中学校における
学校司書について紹介

〔内容〕
・学校司書の勤務について
・児童生徒の読書活動や学習
活動の推進のために学校司
書を効果的に活用している
事例について

読書活動を推進するに当たって


